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2021 年 3 月期第１四半期決算説明 主な質問と回答 

2020 年 7 月 31 日 

 【2021 年 3 月期第１四半期の実績について】 

Q１ 第１四半期の業績について、新型コロナウイルスや事業環境の変化などによる影響なども踏ま

えて教えてください。 

A１ 第１四半期における新型コロナウイルスの影響については、４月から 5 月にかけて緊急事態宣

言が発令されるなど外出自粛が継続し、また海外でのロックダウンなど、ある程度想定してい

たとおりの影響がありました。 

・モバイル事業では、外出自粛による店舗への来店者数の減少や営業時間の短縮があり、減益

となりました。 

・半導体・液晶製造装置取引では、中国向けの出荷が遅延するなどの影響を受けました。 

・食品事業や畜産事業では、主に外食向けの販売が大幅に減少し、巣ごもり需要と言われる内

食向けによる増加はあったものの、商品単価下落もあり利益面では苦戦しました。 

・原油価格の下落に加え、エネルギー需要が落ち込んだことにより北米の原油・ガス生産量が

減少したことに伴い、油井管需要が減少しました。 

一方、ICT ソリューション事業は、働き方改革に加えて新型コロナウイルス感染拡大の影響に

よりテレワークが進み、仮想化サーバーの需要が高まっています。4～5 月には、お客様への納

入が一部遅延することなどありましたが、総じて堅調に推移しました。 

 

 
 

 

（単位:億円）
20/3月期
1Q実績

21/3月期
1Q実績

増減

ICTソリューション 7 9 2
モバイル 18 10 ▲ 7
その他 3 ▲ 0 ▲ 4

28 19 ▲ 9
食品 2 ▲ 2 ▲ 4
畜産 6 ▲ 1 ▲ 6
食糧 8 6 ▲ 1
その他 ▲ 1 ▲ 0 1

15 4 ▲ 11
工作機械・産業機械 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 0
海外 5 ▲ 0 ▲ 5
エネルギー・化学品 他 0 2 1

4 0 ▲ 4
航空宇宙 6 10 4
車両・車載部品 1 ▲ 1 ▲ 2
その他 2 0 ▲ 2

9 9 0
3 2 ▲ 1

58 34 ▲ 25
その他
合   計

（ご参考）セグメント別 営業活動に係る利益

電子・デバイス

食   料

鉄鋼・素材・プラント

車両・航空
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以 上 

 【2021 年 3 月期見通しについて】 

Q２ １Q において、通期見通しに対する進捗率は、営業活動に係る利益で 12.5％、当期利益（親会

社所有者帰属）では 16.3％です。見通しの修正はありませんが、今後、どのように利益を積上

げていくイメージでしょうか。 

A２ 前期決算発表時に公表した今期見通しは、緊急事態宣言が 6 月まで継続すると仮定して算出し

ております。日本における緊急事態宣言は段階的に 5 月下旬で解除となり、ほぼ想定の範囲内

となりました。2Q 以降、4～5 月において落ち込んだ本邦外食産業向けの販売や、海外工場の

操業中断による影響で延期となった一部の輸出売上を計上していき、通期見通しを達成したい

と考えています。 

Q３ ICT ソリューション事業は、第１四半期は前年同期比でも増益で、コロナ禍にあっても順調で

すが、事業環境を含め今後をどのように見ていますか。 

A３ 働き方改革や新型コロナウイルス対策など、昨今のテレワークへのシフトを受け、中期的な 

企業の IT 投資による潜在需要は高まっています。上期見通しもほぼ前期並みを見込んでおり

ますが、緊急事態宣言中による下期分の新規商談遅れもあり、今後の需要動向を注視していき

ます。 

Q４ モバイル事業は、ネット手続きの推奨や来店予約制など、店舗運営にとって厳しい状況と思わ

れますが、今後の事業環境や業績への影響など、どのように見ていますか。 

A４ モバイル事業では緊急事態宣言下における店舗の営業時間短縮により 1Q の来店者数は前期比

で大幅に減少し、店舗運営の効率化により一定の成果はあったものの、営業活動利益も前年比

60%程度と大きく落ち込みました。通期業績については落ち込んだ来店者数がどこまで回復す

るか次第ですが、6 月単月は一定の回復がみられており、今後に期待しております。 

Q５ 油井管事業は、原油価格の下落などにより、北米ではリグカウントの減少傾向が続いています

が、今後についてどのように見ていますか。 

A５ 

 

今期においては、当社の個別ビジネスの中で最も厳しい事業の一つと考えておりますが、想定

通り１Q は厳しいスタートとなっています。経費圧縮と政府補助金等で、マイナスの影響を最

小限に留めるべく対応中です。 

 【投資】 

Q６ 新規事業投資による成⾧を目指していますが、投資の進捗状況について教えてください。 

A６ コロナ禍でも複数の案件が進行しており、一部 DD 等の遅れはあるものの、ほぼ期初の想定通

りで進捗しております。 

 【その他】 

Q７ 新型コロナウイルス感染予防および感染拡大防止のため、政府や自治体などからテレワークが

推奨されていますが、兼松でのテレワーク実施状況について教えてください。 

A７ 

 

緊急事態宣言発令中については、全従業員および派遣スタッフを対象に「原則在宅勤務」とし、

緊急事態宣言解除後については、オフピーク通勤および在宅勤務を推奨としています。 

≪在宅勤務実施状況≫ 

緊急事態宣言発令中：約 90％ ／ 緊急事態宣言解除後：40～50％  


